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ひとしずく

漂
着
ゴ
ミ
の
調
査
や

回
収
、
処
分
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ら
に
よ
り

行
わ
れ
て
い
る
が
、

海
の
環
境
保
全
と
美

化
へ
の
取
り
組
み
を

今
以
上
に
強
化
し
た

い
▼
先
週
末
に
石
田

町
、
筒
城
ふ
れ
あ
い
広
場
に

行
く
機
会
が
あ
り
、
つ
い
で
に

も
う
少
し
足
を
延
ば
し
て
、
七

湊
へ
行
っ
て
み
た
。
水
門
か
ら

延
び
る
防
波
堤
か
ら
、
筒
城
浜

を
眺
め
る
と
、
そ
こ
に
は
見
事

な
白
砂
青
松
が
広
が
っ
て
い
た

が
、
足
元
の
海
面
に
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
風
で
吹
き
寄

せ
ら
れ
て
い
た
▼
壱
岐
の
魅
力

と
言
え
ば
、
何
と
言
っ
て
も
島

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
も
美
し
い

海
に
囲
ま
れ
た
緑
豊
か
な
島
で

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
ん
な
イ

メ
ー
ジ
か
ら
、
島
の
自
然
に
対

し
て
の
想
像
が
膨
ら
み
、「
自
然

を
楽
し
み
た
い
」「
よ
り
新
鮮

な
海
、
山
の
幸
を
食
べ
て
み
た

い
」「
澄
ん
だ
空
気
で
胸
を
い
っ

ぱ
い
に
し
た
い
」
な
ど
と
な
る

▼
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
胸
に
抱

く
と
き
、
目
の
前
の
海
に
た
く

さ
ん
の
ゴ
ミ
が
浮
か
ん
で
い
た

り
、
異
臭
が
漂
っ
て
き
た
り
す

る
と
、
全
て
が
台
無
し
に
な
っ

て
し
ま
う
。
海
の
汚
染
の
最
大

の
要
因
は
、
生
活
排
水
と
さ
れ

て
い
る
。
で
き
る
だ
け
海
に
ゴ

ミ
を
捨
て
た
り
流
し
た
り
せ
ぬ

よ
う
心
掛
け
た
い
▼
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」

の
標
語
の
も
と
描
か
れ
た
、
海

洋
の
環
境
保
護
な
ど
ア
ピ
ー
ル

す
る
絵
画
が
展
示
さ
れ
て
い
る

▼
島
民
は
も
ち
ろ
ん
多
く
の
人

た
ち
が
、
海
か
ら
の
大
い
な
る

恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
恵

み
に
感
謝
し
な
が
ら
、
島
民
総

参
加
で
海
の
環
境
美
化
に
取
り

組
み
た
い
。

優
秀
な
壱
岐
牛
を
ア
ピ
ー
ル

県
勢
が
初
の
日
本
一
を
獲
得

第
10
回
全
共
・
和
牛
の
祭
典
in
な
が
さ
き

文化ホールで行われた追悼式

挨拶する牧山会長

盛大だった東京壱岐雪州会の総会と懇親会

不戦、恒久平和を誓う
約 ５ ０ ０ 人 が 参 列
本市戦没者追悼式・慰霊祭

名称を東京壱岐雪州会へ
壱岐からも参加、230 人が集う

　
５
年
ご
と
に
開
か
れ
て
い

る
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の

第
10
回
大
会
は
「
和
牛
の
祭

典
in
な
が
さ
き
」
と
銘
打
ち

25
日
か
ら
29
日
ま
で
、
佐
世

保
市
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
を

メ
イ
ン
会
場
に
開
か
れ
、
肉

牛
の
部
・
８
区
（
若
雄
後
代

検
定
牛
群
）
で
、
３
人
一
組

に
よ
る
出
品
牛
が
最
高
位
に

当
た
る
「
優
等
賞
主
席
」
に

選
ば
れ
、
本
県
勢
初
の
日
本

一
と
な
っ
た
。

　
本
市
か
ら
県
代
表
と
し
て

出
場
し
た
５
頭
も
す
べ
て
が

優
等
賞
に
選
ば
れ
、
第
３
区

（
若
雌
の
２
）
に
出
場
し
た
芦

辺
町
、
藤
本
光
義
さ
ん
の
「
さ

ち
え
」
号
は
優
等
賞
・
11
席
に

選
ば
れ
、
第
５
区
（
繁
殖
雌
牛

群
、
４
頭
セ
ッ
ト
）
に
出
場
し

た
芦
辺
町
、
白
川
忠
さ
ん
の

「
た
ま
」
号
、
勝
本
町
、
川
原

林
国
広
さ
ん
の
「
は
な
こ
」
号
、

郷
ノ
浦
町
、
松
本
俊
治
さ
ん

の
「
き
く
は
る
」
号
、
勝
本
町
、

植
村
幸
一
さ
ん
の
「
は
る
」
号

の
４
頭
が
優
等
賞
・
７
席
に
選

ば
れ
、
優
秀
な
壱
岐
牛
を
全
国

か
ら
会
場
を
訪
れ
た
多
く
の

関
係
者
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
さ
ら
に
、
第
９
区
（
去
勢

の
肥
育
牛
）
に
出
品
し
た
△

郷
ノ
浦
町
、
山
本
満
年
さ
ん

の
「
重
晴
」
号
も
優
等
賞
・

19
席
に
選
ば
れ
た
。

　
戦
後
67
年
と
な
る
今
年
、
県

戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会
・
壱
岐
市

支
部
（
支
部
長
・
白
川
博
一
市

長
）
主
催
の
本
年
度
・
市
戦
没

者
追
悼
式
と
慰
霊
祭
（
市
戦
没

者
慰
霊
奉
賛
会
主
催
）
が
23

日
、
郷
ノ
浦
町
、
文
化
ホ
ー
ル
・

大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　
今
年
度
の
式
典
は
、
前
日
か

ら
の
悪
天
候
で
会
場
を
芦
辺
町

国
分
郷
、
忠
魂
碑
前
か
ら
文
化

ホ
ー
ル
へ
会
場
を
移
し
、
遺
族

や
来
賓
ら
約
０
０
０
人
が
参
列

し
て
執
り
行
わ
れ
、
国
難
に

散
っ
た
１
９
０
３
柱
を
追
悼
、

慰
霊
。
現
在
の
日
本
の
繁
栄

は
、
戦
没
者
の
犠
牲
の
上
に
築

か
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
平
和
を
守
り
、
不

戦
、
世
界
の
恒
久
平
和
に
努
め

る
こ
と
を
全
員
で
誓
っ
た
。

　
平
成
24
年
度
東
京
壱
岐
雪
州

会
の
定
時
総
会
、
及
び
懇
親
会

が
28
日
正
午
、
東
京
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
に
て
盛
大
に
行
わ
れ

た
。
壱
岐
か
ら
の
来
賓
20
人
を

含
め
、
総
勢

2
3
0

人
が
出

席
し
、
郷
土
で
あ
る
壱
岐
の
話

題
に
花
が
咲
い
た
。

　
大
正
６
年
に
壱
岐
出
身
者
有

志
に
よ
る
発
意
で
創
立
さ
れ
、

今
年
で
95
周
年
を
迎
え
る
に

至
っ
た
東
京
雪
州
会
は
、
名
称

に
壱
岐
の
文
字
を
入
れ
、
壱
岐

の
関
係
で
あ
る
こ
と
が
ど
の
地

域
で
も
明
確
に
解
る
よ
う
に
、

東
京
壱
岐
雪
州
会
と
改
名
し
た

記
念
す
べ
き
今
回
の
総
会
で
も

あ
っ
た
。

　
挨
拶
の
言
葉
と
し
て
牧
山

康
敏
会
長
は
、
「
今
年
は
創
立

95
周
年
の
節
目
の
年
。
先
人
が

歴
史
と
伝
統
を
守
り
続
け
て

く
れ
た
お
か
げ
で
、
こ
こ
ま
で

こ
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
名

称
を
変
更
し
た
こ
と
も
、
壱
岐

出
身
者
の
親
睦
団
で
あ
る
こ

と
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
「
壱

岐
」
を
明
示
し
、
ふ
る
さ
と
壱

岐
を
さ
ら
に
PR
し
て
い
き
た

い
。」
と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
白
川
博

一
市
長
が
来
賓

代
表
と
し
て
緑

化
寄
付
金
の
目

録
贈
呈
を
受
け
、

「
壱
岐
の
自
然
を

末
永
く
保
全
す

る
為
に
、
大
切
に

使
わ
せ
て
頂
き

ま
す
」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
た
。

　
そ
の
後
の
懇
親

会
は
、
山
本
啓
介
県
議
会
議
員

の
乾
杯
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
壱

岐
PR
親
善
大
使
で
歌
手
の
対
馬

一
誠
さ
ん
、
演
歌
歌
手
三
橋
美

智
也
さ
ん
の
実
弟
で
あ
る
金
谷

博
治
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

ス
テ
ー
ジ
上
で
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
恒
例
の
福
引
き
抽
選
会
で

は
、
多
く
の
寄
贈
者
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
麦
焼
酎
や
壱
岐
の
米
新
ブ
ラ

ン
ド
つ
や
姫
、
壱
岐
の
塩
や
多
く

の
海
産
物
な
ど
の
商
品
が
並
び
、

抽
選
に
当
た
っ
た
人
た
ち
は
壱
岐

産
の
商
品
を
手
に
満
面
の
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
て
い
た
。

　
約
3
時
間
半
に
渡
っ
て
開
催

さ
れ
た
定
時
総
会
と
懇
親
会

は
、
最
後
に
壱
岐
市
観
光
協
会

長
島
立
身
会
長
の
締
め
の
言
葉

と
万
歳
三
唱
で
幕
を
閉
じ
た
。

教
職
員
文
化
美
術
展

９
～
11
日
、
壱
岐
教
育
会
館

　
市
内
中
学
校
の
教
職
員
と

教
育
関
係
者
に
よ
る
絵
画
や

書
、
工
芸
、
写
真
な
ど
第
43

回
教
職
員
文
化
美
術
展
が
９

日
と
10
日
の
両
日
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、

11
日
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
郷
ノ
浦
町
、

壱
岐
教
育
会
館
で
開
か
れ

る
。
問
い
合
わ
せ
な
ど
同
会

館
（
電
話
０
９
２
０
―
47
―

１
３
６
１
）
へ
。

創立 95 周年記念の総会と懇親会


